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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

齋　

藤　

松　

郎

北
新
潟
農
業
協
同
組
合

　
　

経
営
管
理
委
員
会
会
長

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、

地
域
農
業
の
振
興
へ
の
ご
理
解
と
Ｊ
Ａ
北
新
潟
グ
ル
ー
プ
の
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
夏
は
、
猛
暑
渇
水
に
よ
り
心
配
の
つ
き
な
い
日
が
続

き
ま
し
た
。
８
月
に
よ
う
や
く
恵
み
の
雨
が
降
り
、
安
堵
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
産
米
は
、
農
家
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
よ

り
、
一
等
米
比
率
85
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ａ
に
多
く
の
米
を
出
荷
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
発
端
と
す
る

担
い
手
不
足
、
そ
し
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く

課
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
に
伴
う
資
材
価
格
の

高
騰
は
、
今
も
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
Ｊ
Ａ
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
た
政
策
支

援
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、
食
料
安
全
保
障
の
重
要
性
や
農
畜
産
物

の
適
正
価
格
の
形
成
に
係
る
理
解
醸
成
を
同
時
に
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
Ｊ
Ａ
は
、
自
己
改
革
に
掲
げ
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ
の
柱
の
も
と
、
持
続
可

能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
社
会
と
の
連
携
、
組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
重
視
し
な
が
ら
、「
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
午
年
は
、
馬
の
よ
う
に
情
熱
的
で
行
動
力
が
あ
り
、
華
や
か

な
存
在
感
を
持
つ
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
馬
は
古
く
か
ら
農

業
や
輸
送
に
不
可
欠
な
動
物
で
あ
り
、「
健
康
」
や
「
豊
作
」
と
深
く
関

わ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

駆
け
抜
け
る
馬
の
よ
う
に
、
1
年
が
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
明
る
い

未
来
へ
進
む
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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北越後地区 2025.11.27 胎内地区 2025.12.3

にいがた岩船地区 2025.11.27

北越後地区 胎内地区 2025

4 質の高い教育を
 みんなに

　村上市立神納小学校の３年生２７人が、地区の特産「原木しい
たけ」を栽培する「いそべ農場」を訪れ収穫を体験し、しいたけ
のアヒージョも試食して改めて素材のおいしさを味わいました。
　地元の特産を学ぶ授業で、同農場の協力のもとＪＡの食農
教育の一環として毎年行っています。児童らは７月にも農場を
訪れ、原木しいたけの特徴や栽培方法を学びました。
　収穫体験では、収穫の仕方を教わって１人２個ずつ収穫。ア
ヒージョの試食では「おいしい」「しいたけ嫌いだけどうまい」
と児童たちは口々に感嘆していました。
　農場長の磯部正貴さんは「機械が使えないところが大変だ
が、手がかかる分、愛着が持てるので安心して消費者に届け
られる」と話しました。

原木しいたけ「おいしい！」
神納小3年生が特産の収穫体験

かみはやし地区 2025.12.10

　みのり保育園で、ＪＡの食育担当者が実際の稲穂
を使って脱穀、籾すりなどを実演し園児たちに籾
の状態からごはんとして食べるお米になるまでの
過程を紹介しました。
　鈴木龍輔指導員が稲穂から割りばしで籾を取り、
「籾の殻はこの部屋にある堅いガラスと同じ成分で
できている」と紹介。籾をすり鉢に入れ野球の軟式
ボールを使って籾すりし、園児たちも籾すりに挑戦
しました。
　玄米、精米をカルトン皿に載せ色の違いも比較。
園児たちは興味津々の様子で覗き込んでいました。
　この日、園児たちは「シャカシャカおにぎりづくり」
にも挑戦しました。

稲穂からごはんになるまでを実演
みのり保育園で食農教育

　ＪＡ北新潟畜産部会（岩船地区）は、同部会の枝
肉共励会の表彰式を朝日営農センターで開きまし
た。共励会の最優秀賞は小野武広さんが受賞しま
した。
　共励会には２４頭が出品され、格付け５等級２２頭、
４等級２頭と、４等級以上が認定される村上牛の認
定率は１００％、５等級率は９２％と好成績でした。
　キロ当たりの平均単価は２７０７円、枝肉重量は
５７１キロ。最優秀賞の牛は、単価３７４２円と、か
つてないほどの高値が付き、枝肉重量も６６１キロと
出品牛の中では最重量でした。
　この日は「畜魂祭」も行われ、
出荷された牛の御霊を供養し
ました。
　最優秀賞以外の入賞者は次
の通り（敬称略）。
▽優秀賞＝高橋利明、漆間平
▽優良賞＝山賀治彦、漆間平、
遠山幸一

最優秀賞に小野武広さん
畜産部会（岩船地区）枝肉共励会

かみはやし地区 2025.11.27

　新発田市内の漬物製造業社である片山食品㈱が
企画したInstagramのキャンペーンで、当ＪＡ産の
冬至用カボチャが景品として使用されました。
　11月27日に出荷時期を迎え、JAの栽培・販売
担当が同社へ手渡しました。冬至需要に合わせた抑
制栽培のカボチャの品種はホクホクした食感で、色
抜けが少なくツヤのある深緑色をしています。サクッ
と切れるので通常のカボチャに比べ調理しやすいこ
とが特長です。
　同社の小森課長は「今後も女性向けにSNSにレシ
ピ掲載をしていくので、キャンペーン景品に地元の
野菜を使っていきたい」と話しました。

片山食品㈱とコラボで管内産カボチャＰＲ

　地域住民たち誰もが気軽に集え、生きがいや健康づくりな
どを目的に各地で開かれている地域の茶の間。胎内市の築
地地区、新発田市の赤谷地区では、さまざまな活動の他に
昼食を共にしながら楽しいひと時を過ごしています。
　築地地区では、月に１度地域の茶の間「ついじさわやかハ
ウス」が開かれて、午前中はレクリエーションなどを楽しみ
ます。
　昼食は、女性部胎内地区の部員でもあるスタッフ３人が、
自分たちで栽培した野菜をはじめ、地元の農産物とお米を使
用し、作ります。スタッフは「おいしく食べてくれるのがうれ
しい。張り合いになる」と話していました。
　赤谷地区の地域の茶の間は年７回開催され、毎回、地域
の約３０人が楽しみに訪れます。地域のボランティアスタッフ
８人で運営し、昼食も作ります。
　活動は、地域の人が健康で暮らせるようにと保健師を招い
ての血圧測定や、寒暖差に気をつけた体調管理の講話など、
毎回内容に工夫を凝らしています。

気軽に集える「地域の茶の間」

　ＪＡ全農にいがたと新潟県CE（カントリーエレベー
ター）協議会は安全作業による事故防止や、メンテ
ナンス費圧縮を目的とした「共乾施設セルフメンテ
ナンス研修技能向上コース」を胎内地区にあるＪＡ
施設で共同開催し、県内４ＪＡから２４人が参加しま
した。
　研修は日常のメンテナンスについてヤンマーグ
リーンシステム㈱と㈱山川機設が講師を務め、搬
送設備の調整・部品交換や、緩んだチェーンの調
整方法、ベルトコンベアや昇降機の蛇行調整など
について学びました。
　研修に参加した中条第2ＣＥ担当の須藤颯大さん
は「自分のスキル向上につながる良い知識を学ぶこ
とができた。同様の研修があれば、率先して参加
したい」と学びの手応えを話しました。

共乾施設セルフメンテナンス研修
技能向上コースを初開催

みたま

赤谷のお茶の間では、地域のボランティアスタッフが
昼食を作ります

昼食を食べる「ついじさわやかハウス」の参加者

収穫体験する児童

しいたけのアヒージョも試食。
みんな口々に「おいしい」とほおばっていました

最優秀賞を受賞した
小野さん

実地研修を行う参加者カボチャを受け取る小森課長（右）

北新潟 News

北新潟 News
ぐるりと管内のニュースをお届けします

0405



　ＪＡ営農指導員活動実績発表大会がANAクラウンプラザホテル
新潟を会場に開かれ、営農販売部経営支援課の山田薫係長が最
優秀賞を受賞しました。
　同大会は営農指導員が取り組んだ地域農業における課題と解決
について発表するもので、営農指導員の資質向上を図ることを目
的としています。
　「農閑期を活用した水稲初冬直播き栽培技術の導入」と題し、農
閑期に水稲初冬直播きを行うことで、春の繁忙期の農作業時間削
減を目的とし、検証を進めました。
　作業時間が移植栽培と比較し減少する結果を得られ、反収も目
標とする数量を達成することができました。
　山田係長は「成功事例に至った結果は、取組生産者である（有）
上野新農業センターの発想力と推進力がなければ不可能だった。
大島毅彦代表取締役に良い報告が出来た事をうれしく思う。今後
も地域農業の稲作基盤を守るため、熱意を持って営農指導に励み
たい」と今後の活動の抱負を述べました。

営農指導員活動発表　営農販売部山田薫係長　
最優秀賞受賞　全国大会へ

2025.11.27

　新発田市の佐々木地区で平成3年から続けられてきた「佐々木
ふれあい市」は12月14日で営業を終了しました。当日は開店前か
ら大勢のお客さまが訪れ、市の終了を惜しむ声や出荷者との思い
出話を楽しむ姿が多数見られました。
　開店当時から通っていたお客さまは、「ふれあい市は新鮮な野
菜を買えるだけでなく、おいしい食べ方なども教えてもらえて毎
週来るのが楽しみだった。子供の食育の場としても利用させても
らい貴重な場所だった」と心あたたまるエピソードも。
　ふれあい市代表の加藤タカ子さんは「たくさんのお客さまに支
えてもらいながら、ここまでみんなで続けることが出来た。お客
さまとふれあうことが出来てうれしかった」と話しました。
　「また会いましょうね」「元気でいてね」とたくさんのファンに惜
しまれながら最後の営業を終了しました。

長年のファンに支えられ最終営業　佐々木ふれあい市

お誕生日ご来店プレゼント

JA北新潟
年金受給者 様

限 定 特 典 12 月・1月 生まれの当JA年金受給者様は、ぜひ「年
金振込通帳」をご持参の上、最寄りの支店までご来店を
いただき、お声掛けください。「お誕生日プレゼント」
を準備して、スタッフ一同皆様のお越しをお待ちしております。

　シュンギクの生育適温は15～20度と冷涼な気候を好み、一般には春（3～5
月）と秋（9～11月）が栽培適期ですが、早春まきのトンネル栽培では春から初
夏の収穫を楽しめます。

［品種］ シュンギクの種類は、葉の大きさや切り込みの入り方により実用品種
では中葉種と大葉種に大別されます。中葉種は切り込みがあり、香りが強く、摘
み取り栽培に適した節間の伸びやすい品種（株立ち型）では、「さとゆたか」（サ
カタのタネ）、「きわめ中葉春菊」（タキイ種苗）などがあります。抜き取り栽培に
適した側枝の発生の多い品種（株張り型）では、「さとにしき」（サカタのタネ）、
「菊次郎」（タキイ種苗）などがあります。
　大葉種は葉が大きく厚みがあり、切り込みは浅く、苦さが少ない品種で、「菊
之助」（タキイ種苗）、「おたふく春菊」（中原採種場）などがあります。

［畑の準備］ 種まき2週間前に、1平方m当たり苦土石灰100gを散布し、深く耕
しておきます。
　1週間前に化成肥料（NPK各成分10%）100gと完熟堆肥1、2kgを散布して土
と混ぜ、ベッド幅70～80cmとし、高さ5cm程度の平畝を作ります。

［種まき］ 条間20cm、深さ1cm程度の浅いまき溝を3条作り、約1cm間隔で種
まきします（図1）。好光性種子のため、覆土はごく薄くかけます。種まき後、十分
に灌水（かんすい）し、発芽まで乾燥させないように注意します。種まき後にト
ンネル被覆して、中に幼苗を保護するための不織布をべたがけすると良いで
しょう。

［トンネル被覆と換気］ 中間地や暖地の2、3月ごろはまだ夜温は低いですが、昼
間のトンネル内は高くなるため、本葉1、2枚の頃から換気を開始します。フィ
ルムの裾を開閉する方法、フィルムに穴を開ける方法、穴開きフィルムを使う
方法があります（図2）。生育後半にトンネル内の茎葉が繁茂する頃にはトンネ
ルを除きます。

［間引き・追肥］ 発芽後、本葉2枚の頃3、4cm間隔に間引き、株元に軽く土寄せ
します。この後、本葉5、6枚の頃に、株立ち型で10～15cm、株張り型で10cm
間隔に間引き、1平方m当たり化成肥料50gを株元にばらまき、土寄せします。

［収穫］ 中葉種の株立ち型は、草丈が25～30cm程度になったら、葉4、
5枚を残し、摘み取り収穫します。以後、伸びてきた脇芽の葉を2、3枚
残して切り取ります（図3）。中葉種の株張り型と大葉種では、草丈が
20～25cm程度に育ってきたら、株ごと抜き取り、または株元から刈
り取って収穫します（図4）。なお、このトンネル栽培では晩春になると
長日・高温の気象条件からとう立ち・開花が早くなり、長い期間の収穫
はできません。

家庭菜園家庭菜園
あなたもチャレンジ!

シュンギクのトンネル栽培
品種の使い分けに留意

北越後地区 2025.12.14

店内の様子

佐々木ふれあい市のみなさん

北新潟 News
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〒950-1101 新潟市西区山田2310番地15号　ＪＡ全農にいがた県本部第二ビル 3F

宿泊デジタル
パンフレットは
こちら

新潟発着ツアー
パンフレットは
こちら

行政視察・地域団体・同級会のご旅行に関して新潟エリアセンター担当者
までご相談・お問合せくださいませ。

新潟エリアセンター ☎０２５-２３２-７７７８

3/8～日本航空で行く  ハワイ
キャンペーン絶賛募集中
3/8～日本航空で行く  ハワイ
キャンペーン絶賛募集中
好評につき追加設定♬
3/8～八重山諸島・宮古諸島
９島めぐり４日間

好評につき追加設定♬
3/8～八重山諸島・宮古諸島
９島めぐり４日間

〈
有
料
広
告
〉

22・23
11

　毎年好評を頂いている年金相談会を２日間にわたり、当ＪＡ本店で
開催しました。社会保険労務士の児玉修哉金融共済部次長が相談役
を務め、これから年金を受給される６０歳代の方々、両日合わせて２０
人の疑問・質問にお答えしました。
　相談内容については年金の“受給手続き”や“見込額”、定年制の延長
や再雇用に伴う働きながら年金をもらう“在職老齢年金”の相談が多く、
その他、労働・社会保険制度等についての相談にもお答えしました。
　担当した児玉次長は「年金について不安のあった方も相談会に来ら
れたことで疑問や悩みが解消されスッキリとした気持ちとなり、喜ん
で帰っていただき良かったです」と振り返りました。

将来に備えて、お金の色分けや資産運用を始め
てみたい方、はじめの一歩は JAへ。
お客さまのライフイベントに合わせた資産形成・
資産運用を全力でサポートいたします。

詳しくは
JA窓口へ

年金相談会の様子

JAからのお知らせJAからのお知らせ
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第４０回新潟県ＪＡ共済小・中学生交通安全ポスターコンクール

今年度のコンクールには新潟県内の小・中学校９３校から３９６点の応募がありました。
ＪＡ北新潟管内の入賞者を紹介いたします。

岡田莉和さんから喜びのコメント
　おうぼした理由は、みんなに交通安全を守ってほしいと思っ
たからです。
　しっかり手を上げているようすが、よく分かるようにかきました。
うまくかけたので入賞するじしんがありました。
　入賞の連絡があったとき、とてもうれしい気もちになりました。
おかあさんとおとうさんときょうだいから「すごいね」と言われ
ました。
　これからも交通安全のルールを守っていきたいと思います。

新発田市立東豊小学校１年生　　岡田　莉和さん
　
新発田市立猿橋小学校５年生　　太田　日香さん

新発田市立加治川小学校６年生　円山　修平さん

新発田市立川東小学校６年生　　小野塚　羽那さん

おか だ　　　り　わ

おお た　　　に　こ

まるやま　  しゅうへい

 お  の  づか　　 は　な

銀賞をとった岡田莉和さんと
作品

※入賞４名の作品は、後日 本店1階ロビーに展示させていただきます。

まんまの

台所
豆腐よせは崩した豆腐を固めた村上地域で年中
行事やお祭りなどの「ハレの日」に作られる郷
土料理です。甘じょっぱい味とツルンとした喉
ごしは昔懐かしい風味です。型に入れた後、刻
んだクルミなどを加えるのもオススメです！

材料（15㎝四方の重箱１つ分）

① 豆腐は茹でてザルにあげ水分を切り、粗めに崩しておく。
② 鍋に水を入れ、粉末寒天と砂糖を混ぜ合わせたものを加え火にかけ
る。沸騰したら2分程度よくかき混ぜ、溶けたら、しょうゆを加える。

③ ②に崩しておいた豆腐を入れ混ぜる。少し煮てから火を止め、粗熱を
とり型に流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める。

④ 食べやすい大きさに切り分けて出来上がり。

作り方

・粉末寒天 10ｇ
（または棒寒天１本）
・木綿豆腐 400ｇ
・しょうゆ 40cc
・砂糖 180 ～ 200ｇ
・水 400cc

豆腐よせ

12月13日開催　『大Yummy鍋』で女性部が作り来場者にふるまいました！

今月の一皿

太田日香さん作品 円山修平さん作品 小野塚羽那さん作品

先進地視察研修
　青壮年部菅谷支部は11月17日、先進
地視察研修会を開催し部員7人が関川
村の㈲上野新農業センターを訪問しまし
た。2022年から実施している水稲初冬
直播きの取組みについて説明を受け、機
械による早生品種「つきあかり」の播種
の実演を見学しました。部員は「今後、春
作業の軽減を図るためには検討していか
なければならない技術であり、前向きに
検討したい」と期待を込めました。

スパイスカレー作りで婚活
　北新潟青壮年部（北越後地区）は11月15日、新
発田市イクネスキッチンスタジオで婚活イベントを
開催し男女12人が参加しました。「農業男子と婚活
Cooking」と題して「食」と「農」をテーマに一緒に
スパイスカレーを作り交流を図りました。パイオニ
アポークやサツマイモやタマネギ、新米コシヒカリ
など地場産食材を使用。参加者はレシピを見なが
ら作業分担し調理を行いました。最後に味見をし
て、スパイスの量を調整しカレーを仕上げました。
市内から参加した女性は「カレー作りを一緒にする
ことで、会話が自然と弾み男女問わず交流ができて
楽しかった」と話していました。

4地区合同昼食会で交流
　北新潟女性部は11月18日、ANAクラウンプラザ
ホテル新潟で合同昼食会を行い部員185人が参加
しました。パイオニアポーク、やわ肌ネギなど北新潟
の農畜産物を食材としたメニューを堪能。昼食会後
は、新潟テルサで毎年恒例の仲間づくりの集い企画
が開催され、石原良純講演会やタケカワユキヒデコ
ンサートを楽しみました。

昼食会では、
抽選会も行われました

管内特産品の
パイオニアポークを

使用した料理

本格スパイスカレーが完成♡
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コミュニティmanma

　昨年11月1～3日、静岡県で開かれた「全国中学生都道府県対抗野球大会」で新潟県選抜チームが優勝
しました。2人は選抜チームのメンバーです。
　新潟県は北信越ブロックの第1代表として出場。1回戦、2回戦は奈良と愛知にそれぞれ1－0で勝利。準
決勝は東京に6－0、決勝は岐阜に1－0で勝って県として初優勝しました。井上さんはピッチャーとサードで
全試合に、岩野さんは2回戦でレフト、決勝では代打で出場しました。
　「チームとして優勝は最初から狙っていた」と言います。それほど充実したメンバーで、優勝の瞬間を「最
高」（井上さん）。「めっちゃうれしかった」（岩野さん）と振り返ります。
　2人とも高校でも野球は続け、『甲子園』を目指します。井上さんは「スタメンを張れる選手になりたい」
と、岩野さんも「試合に出て貢献したい」と目標を話しました。
　夢は2人とも『プロ野球選手』です。

材料（4人分）

井上 慈温さん
（神林中３年・新潟NORTH所属）（左）

岩野 悠人さん
（聖籠中３年）（右）

じおん

はると

全国中学生都道府県対抗
野球大会優勝メンバー

manma
の

スター★

○○で
活躍！

和ハーブ
入門

身近な草木

植物民俗研究家／
和ハーブ協会副理事長

平川美鶴

　「
ク
ロ
モ
ジ
」の
名
に
な
じ
み
の
な

い
方
に
も
、つ
ま
よ
う
じ
の
別
名
で

す
、と
お
伝
え
す
る
と「
そ
れ
な
ら

知
っ
て
る
!
」と
言
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
多
い
で
す
。植
物
名
の
通
り
、緑

色
の
樹
皮
に
付
く
黒
い
斑
点
が
文
字

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

真
冬
は
森
の
中
で
真
っ
裸
で
す
が
、春

到
来
の
頃
に
は
薄
黄
緑
の
小
さ
な
花

を
付
け
、同
時
に
葉
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。秋
に
果
実
が
熟
し
、黄
色
に
色

づ
い
た
葉
が
森
を
明
る
く
照
ら
す
の

も
つ
か
の
間
、静
か
に
葉
を
落
と
し
て

土
へ
返
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ク
ロ
モ
ジ
の
魅
力
を
語
る
に
は
事

欠
き
ま
せ
ん
が
、最
も
印
象
的
な
の
は

枝
葉
の
香
り
で
す
。散
策
の
途
中
で
ク

ロ
モ
ジ
に
出
合
っ
た
ら
、葉
っ
ぱ
を
1

枚
だ
け
森
か
ら
分
け
て
い
た
だ
き
千

切
っ
て
み
る
と
、途
端
に
爽
や
か
な
香

り
が
立
ち
上
が
り
ま
す
!
　
そ
の
印

象
的
な
香
り
に
つ
い
て
、民
俗
学
の

父
・
柳
田
國
男
は
自
著『
神
樹
篇
』（
筑

摩
書
房
）で
、「
我
々
日
本
人
の
鼻
の
記

憶
、す
な
わ
ち
い
つ
ま
で
も
忘
れ
が
た

か
っ
た
木
の
香
」と
表
現
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
香
り
の
強
い
植
物
は
古

来
、邪
気
や
病
魔
を
は
ら
う
重
要
な
存

在
で
し
た
。中
で
も
ク
ロ
モ
ジ
の
枝

は
、小
正
月
の
年
神
様
に
五
穀
豊
穣
を

願
う
餅
花
飾
り
に
使
わ
れ
る
他
、岐
阜

県
の
山
間
部
で
は
五
平
餅
の
串
と
し

て
、東
北
の
マ
タ
ギ（
狩
猟
を
生
業
と

す
る
人
々
）は
仕
留
め
た
獲
物
を
刺
し

て
山
の
神
へ
の
さ
さ
げ
物
と
し
た
そ

う
で
す
。ま
た
滋
賀
県
と
岐
阜
県
に
ま

た
が
る
伊
吹
山
麓
の
炭
焼
き
職
人
た

ち
は
、五
右
衛
門
風
呂
の
湯
に
ク
ロ
モ

ジ
・
タ
ム
シ
バ
・
ニ
ワ
ト
コ
を
混
ぜ
て

つ
か
っ
た
そ
う
で
す
。山
小
屋
な
ら
で

は
の
何
と
も
ぜ
い
た
く
な
香
り
の
和

ハ
ー
ブ
入
浴
で
、一
日
の
疲
れ
も
吹
っ

飛
び
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に

島
根
県
の
隠
岐
諸
島
で
は
ク
ロ
モ
ジ

を「
福
木（
ふ
く
ぎ
）」と
呼
び
、お
茶
に

し
て
飲
む
習
慣
が
あ
り
ま
す
。胃
腸
の

調
子
を
整
え
て
く
れ
る
と
さ
れ
て
い

て
、ス
ー
プ
な
ど
の
香
り
付
け
や
薬
酒

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ロ
モ
ジ
は
山
あ
い
で
は
決
し
て

珍
し
い
樹
木
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
資
源
は
有
限
で
す
。先
人
へ
の

敬
意
を
払
い
つ
つ
、将
来
に
わ
た
り

守
っ
て
い
き
た
い
、日
本
の
足
元
の

宝
物
で
す
。

ク
ロ
モ
ジ

　
忘
れ
難
い
日
本
の
森
の
香
り

枝葉が香るクロモジは山の神
へのささげ物

★その他の写真は当JAホームページ、SNSで掲載しています。
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二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？クロスワード
パズル 抽選で５名様に 農協全国商品券1,000円分をプレゼント

  1　正月に食べる、モチ入り汁物といえば
  2　どら焼きに挟み込まれているもの
  3　おせち料理の定番の一品。卵が材料の一つ
  4　交差――、及第――
  5　右手が――、という人が多数派です
  7　本を読み終えること
10　ガラガラとのどを洗います
12　旅立つ人の――に駅のホームまで行った
13　ワラや木やレンガの家を建てる童話が
　　 あります
14　漢字で書くと百足。足の多い生き物です
17　椅子のこと。ロッキング――
19　アルカリと混ぜると中和します
20　焚くとよいかおりが広がります

  2　メレンゲを作るときに使う道具
  6　鍋料理の締めにも使う麺
  8　晴れかなあ、雨かなあ
  9　牛、豚、鶏のものがよく流通しています
10　令和8年の干支です
11　歯ブラシにつけます
15　自分の兄弟姉妹の息子
16　ダルメシアンは――模様の犬です
18　書初め大会で――に選ばれた
20　受験生が空欄に書き込んでいくもの
21　単位はアンペアです

ヨコのカギ

先月の答え

タテのカギ

読者の声

今月のテーマは『馬』です。

　野菜を趣味の範囲で栽培していますが、
今年は失敗が多かったです。連作障害等の
記事が大変参考になりました。

（70代　新発田市）

　馬での思い出は25歳くらいのとき初め
て買ったダービーの馬券が2 0 0円で
2,700円（だったかな）になったことくらい
でしょうか。最初で最後の競馬の投票でし
たが、競馬を見るのは好きで見てます。
　今月号で生産組合百笑のお二人が楽し
そうにお仕事をされているのが印象的で、
応援したいと思いました。

（60代　新発田市）

　佐藤智香子先生のブロッコリーレシピ
美味しそうなので作ってみます。ブロッコ
リーは湯がいてマヨネーズで食べるか、シ
チューに入れるかしかレシピが無く困って
ました。

（60代　新発田市）

　表紙の2人の男性の、おちゃらけ具合が
非常に良い感じ？！ 同年代で農業が出来る

なんて羨ましい限りです。
（50代　胎内市）

　ドラマ「ロイヤルファミリー」という競馬
のドラマにハマっています。新潟競馬場に
昔家族で行ったことを思い出しました。
馬って筋肉質でかっこいいですよね。

（20代　胎内市）

　昭和の初期、馬は自室を貰い我が家の
一員でした。過酷な稲作作業に従事し家族
を支えてくれました。

（80代　聖籠町）

　昔、馬車に乗った時、馬が私と娘（午年う
まれ）の方ばかり見て、目をパチクリ、パチ
クリさせて、なかなか進まなかった事があ
り、午年って解ったのかなぁ？と。

（70代　関川村）

　もう還暦を迎えましたが、来年は午年な
ので馬のように力強く突っ走って行きたい
です。

（60代　胎内市）

　年を重ねた母、このところ身体のアチコチ
にガタがきていますが、新年は年女。ハネて
いただきたいし、ハネに付き合いたいです。

（50代　新発田市）

　今年は60年に1度の丙午の年。自分の1
学年上の皆さんが丙午の年に当たったた
め、その反動で子どもの数が多くなって受
験が大変、と言われましたが、令和のお母

さま方は出産に関してそんなことを気にす
るのか、ちょっと興味があります。

（50代　胎内市）

　毎号楽しみにしています。表紙の若い
方、活気があっていいです！
　馬といえば、昔は家に何頭もいてお世話
したのを覚えています。優しい目をしてい
て、私が行くと喜んでくれました。私が小学
生の頃の事です。

（70代　村上市）

　かみはやし支店の収穫祭と胎内支店の
収穫祭に今年も参加しました。今年も賑や
かでワンコイン弁当すごく美味しかったで
す。来年も楽しみにしてます。

（50代　村上市）

　母が子どもの頃は家に農耕馬がいたそ
うで、そのお世話をしていたので、馬に愛
着がありテレビの競馬中継が大好きな人
でした。私はよく3,000円だけ持って競馬
場へ行き、母に習った通りにチビチビと馬
券を買い、ご飯も食べて1日遊びますが、
帰りにはいつも持ち金が増えていました。
母の馬を見る目は確かでした。

（70代　胎内市）

　12月号の表紙は意表をつく生産者のパ
フォーマンスに目がパチクリ。なかなかの
傑作でした。色々とご苦労されて今がある
のですね。これからもおいしい野菜の収穫
に頑張って下さい。お2人の笑顔はすばら
しかったです。

（60代　胎内市）

　江戸時代に酒造業や廻船業、新田開発などで財を
築き、米沢藩への財政支援を行うなど当時の越後国
を代表する豪商・豪農だった渡邉家の住宅です。
　中に入ると、まずその広さに驚かされます。土間と
茶の間が連なる空間は、奥行き35ｍ、幅12ｍ。炊事
場もあり、使用人が働く今でいうオフィスだったそう
です。
　2階建ての母屋は40部屋。広い母屋には大名など
特別な客を招くための玄関もあり、2階に上がること
もできます。
　四季それぞれの美しさを見せる名勝庭園も見どこ
ろです。
　住宅の特徴の1つでもある「石置木羽葺屋根」は
平成21年から6年に渡り行われた平成の大修理に
よってすべて葺き替えられました。大修理の様子も
パネルで紹介されています。

関川村下関９０４

ら 北新り
国指定重要文化財 渡邉邸

開館 9：00～16：00
冬季（12/20～2/20）9：30～15：00
入館料：大人 800円　子供 350円

▲ 国の名勝にも指定されている
庭園。冬は雪景色に変わります

▲ 石置木羽葺屋根

▲ 屋根には木羽（こば）を敷き詰
めて、石を置きます。木羽は職
人がスギの板をはぐようにして
つくります

▼ 入ってすぐの梁組の空間。広く、昔の
造りなので冬は寒いですが、囲炉裏
の火にあたりながら半日過ごす人も
いるそうです

▲ 小正月に飾られ
るだんごの木。
今年は1月14
日の午前中に
飾り付けるそう
です。昨年は入
館者にも手伝っ
てもらったとか

▲ 焼きあがった
飾り用のせん
べい。囲炉裏
で焼きます。模
様は渡邉家の
家紋「丸に三ツ
星」です

■応募締切
　当月25日 （消印有効）
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※いただいたお便り、ご意見、ご感想は広報誌で掲載させていただく場合がございます。
※お預かりした個人情報につきましては、広報活動に利用する以外は使用しません。

■あて先　〈ハガキ〉 〒957-0011 新発田市島潟1184-1
 　　　　　ＪＡ北新潟本店 広報誌係
　　　　　〈メール〉 info@ja-kitaniigata.or.jp

ハガキまたはメールで、
①パズルの答え　②住所・氏名・年齢・電話番号
③広報誌へのご意見・ご感想、来月のテーマ『バレンタイン』に
　ついてのエピソードを記入しご応募ください。

■当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募方法

編集
後記

　現在小4の次男が、動画の影響で麻雀にハマっています。家に麻雀牌はあるのです
が、どうしても自分のが欲しかったらしく、クリスマスプレゼントの前倒しということで、
妻にねだって牌と麻雀マットのセットを買ってきました。結果、まだルールを覚えきって
いない長男と妻をメンツに加えて、時々家族麻雀をしています。
　私が麻雀にハマったのは高校時代で、新春に友だちの家に通った思い出があります。
　1月は、健全で健康的な新春家族麻雀を楽しもうと思います。（Ｋ）

▲ メール

「 ボタンナベ（牡丹鍋） 」

読者の声
来月のテーマは『バレンタ
イン』です。バレンタイン
にまつわる思い出やエピソ
ードなどを教えてください！

いしおき  こ   ば  ぶき  や   ね
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私
た
ち
は
誰
で
も
、突
然
の
事

故
や
病
気
な
ど
で
自
分
の
希
望
を

伝
え
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。A
C
P（
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）と
は「
も

し
も
の
と
き
に
、ど
う
し
て
ほ
し

い
か
を
、家
族
や
大
切
な
人
、医
療

者
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
」で

す
。

　
日
本
で
は「
人
生
会
議
」と
い
う

愛
称
で
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
こ
と
と
は
わ
か
っ
て
い

て
も
、病
気
や
死
を
想
像
し
て
不

安
に
な
っ
た
り
、縁
起
で
も
な
い

と
考
え
た
り
、話
さ
な
く
て
も
察

し
て
欲
し
い
と
い
う
考
え
が
壁
と

な
り
、普
及
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、人
生
会
議
は
、自
分
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
準

備
で
あ
り
、家
族
の
迷
い
や
負
担

を
少
な
く
す
る
た
め
の
前
向
き
な

取
り
組
み
で
す
。先
日
当
院
で
開

催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、も
し
も
の
時
の
話
し
合
い

を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
験
で
き
る

ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。難
し
い

印
象
の
内
容
で
あ
る
た
め
、多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
か

不
安
で
し
た
が
、予
想
以
上
に
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、「
楽
し

も
っ
と
気
軽
に
人
生
会
議
を

か
っ
た
。最
期
の
時
の
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
、好
評
で
し

た
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人
生
会
議
に
特
別
な
時
期
は
あ

り
ま
せ
ん
。い
つ
で
も
だ
れ
と
で

も
で
き
ま
す
。普
段
の
会
話
の
延

長
で
、自
分
が
大
事
に
し
て
い
る

思
い
や
、ど
う
過
ご
し
た
い
か
を

共
有
す
る
だ
け
で
も
良
い
の
で

す
。

　
ど
こ
で
過
ご
し
た
い
か
、だ
れ

と
一
緒
に
い
た
い
か
、ど
ん
な
時

間
を
大
切
に
し
た
い
か
、な
ど
、今

思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
り
、

大
切
な
人
に
聞
い
て
み
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
難
し
く
考
え
ず
、気
軽
に
人
生

会
議
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

玉
木 

亜
生
子

村
上
総
合
病
院

　
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
　
外
来
師
長
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食べよう北新潟産
ＪA北新潟直売所カレンダー
各直売所のイベント情報掲載中 !
ぜひご覧ください♪

「こったま～や収穫祭」でも
地場産ワンコイン弁当販売！

直売所通信

　先月号で胎内、岩船地域で販売した
『地場産ワンコイン弁当』についてご紹
介しましたが、11月23日に開催された
『こったま～や収穫祭』でも旬の地場産
品を使用した特製お弁当を販売しまし
た。3回目となる今回は2種類のお弁当
を用意しました。
　地元の素材を使ったお弁当は買いや
すい価格だったこともあり、お客様にも
好評ですぐに完売となりました。

胎内の旬の味覚を

元気いっぱい

お届けします (̂ )̂/

今年も美味しい地場産品と笑顔を

「こったま」お届けします♪

岩船・かみはやし地区の美味しい地場産品は

活気あふれるよれっしゃ・こいっちゃへどうぞ！

本年もよろしく
お願いします

新発田

村上

胎内
ふれあい
逢菜館

こったま～や

よれっしゃ・こいっちゃ


